
第 4 学年道徳指導案 
                                                     平成 17 年 10 月 28 日（金）２校時 
                                                     ４年３組（男 15 名 女 16 名 計 31 名） 
                                                     指導者    古澤  浩 
１  主題名  目に見えないきまり（４－(1)公徳心，規則の尊重） 
２  資料名  雨のバス停りゅう所で（出典  学研） 
３  主題設定の理由 
（１） 価値について 
       第 3 学年及び第 4 学年の内容項目４―(1)は「約束や社会のきまりを守り，公徳心をもつ」と 
    なっている。児童が生活する上で必要とされる公徳心や社会規範を守り，それらの精神を日々の 
    生活の中に発展させる児童を育てようとする内容項目である。これは，第１学年及び第２学年の 
    内容項目４―(1)「みんなが使うものを大切にし，約束やきまりを守る」を受けたものであり，さ 
    らに，第５学年及び第６学年の内容項目４―(2)「公徳心をもって法やきまりを守り，自他の権利

を大切にし進んで義務を果たす」に発展している。  
       約束や社会のきまりは，人が集団の中で生活し，集団の秩序を守っていくために必要なもので 
    ある。円滑な社会生活を送っていくためには，それらを守るだけでなく，その意義を捉えさせる 
    ことが大切である。そのためには，公徳的なものの見方や考え方が必要になってくる。公徳とは， 
    社会の一員として，社会のために考え行動しようとする道徳，また周りの人々に迷惑をかけずに， 
    公共の利益を図ろうとする道徳である。公徳心をもつためには，自分が多くの人によって支えら 
    れ，よりよい生活が成り立っていること，自分の行為がいつも他との関わり合いをもたざるを得 
    ないという自覚を持たせることが必要である。しかし，児童を取り巻く現代社会には，社会全体 
    や他人のことを考えずに，専ら個人の利害損得を優先させる風潮がある。このような社会的風潮 
    の中であっても，児童が本来もっている人間としてよりよく生きようとする力をまひさせてはな 
    らない。 
      この期の児童は，きまりを守らなければならないことについておおよそ理解はしているが，な 
    ぜそうしなければいけないかはあまり深く考えていない。そこで，社会のきまりの中で，目に見 
    えないきまり，つまり，成文化されていない人と気持ちよくくらすためのきまりがあることに気 
    づかせ，公徳を大切にする気持ちを育てたいと考える。 
（２） 児童について 

     本学級の児童は，学校の約束やきまりを「学校や児童会で決めたことだから守ろう。」と努力 
することが多い。しかし，毎日の学級生活の中で，順番を守って物を受け取ったり，片付けたり， 
教室移動をしたりするときなど，自分の都合を優先した行動をとってしまうことがある。これら 
の行動は，「自分一人だけなら迷惑をかけていないだろう。」という自分本意な考えからくる行動 
であると考えられる。 
   そこで，社会生活や学校生活を円滑にできるようにさせるため，目に見えないきまりがあるこ 
とに気づかせ，公徳を大切にする気持ちを育てたい。 

（３） 資料について 
     雨の日，バス停の近くのたばこ屋さんの軒下で人々はバスを待っていた。主人公のよし子は， 
バスが見えたので，真っ先に駆け出したが，母は，よし子を自分の場所まで連れ戻した。バスに 
乗っても納得のいかないよし子と，そんなよし子を知らんふりする母。資料は，よし子が自分が 
したことを考え始めるところで終わる。よし子の自分本意な考えに共感させながら，順番を守る 
という目に見えないきまりに気づかせ，公徳を考えることを通して，公徳を大切にする気持ちを 
育てるのに適した資料である。 

（４） 授業の構想について 
      「気づく」段階では，日常生活の場面を思い出させ，順番を守らないときの気持ちを考えさせ， 

  価値への方向づけを図りたい。「深める」段階では，雨の日に外出する不快さ，雨から逃れいち 
  早くバスに乗りたいという主人公の心情に共感させたい。主人公の自分本意な考えを深く捉えさ 
  せるために母に連れ戻された場面では，役割演技をさせる。実感的に主人公の心情を理解させる 
  ことを通して主人公の困惑と不満，自分本意な考えに一人一人の児童が迫ることができると考え 
  る。その後，主人公に何も言わない母親の横顔を見ながら，順番があったことに気づき，反省し 
  始める主人公の気持ちを捉えさせたい。「見つめる」段階では，目に見えないきまりについて書く

活動を取り入れたり，話し合いをさせたりしながら，きまりを守ることの大切さに目を向けさせ

たい。「まとめる」段階では，もし世の中にきまりがなくなったら，どんな世の中になるか，例を

挙げて公徳の大切さに気づかせていきたい。   
 



４  全教育活動における本時の位置付け 
      〈教科・総合的な学習の時間〉                        〈道徳の時間〉                                  〈特別活動・日常生活〉 
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〈子どもの意識〉 
 
 
・ みんなと共に行動することは大切だ。 
 

  
 
 
 
   
 

・みんなのためにきれいにしよう。 
 
・ 交通ルールを守ることが命を守ることにつな

がる。 
・ ルールやきまりを守れるから，充実した見学

ができる。 
 
       

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
    
 
 
   ・整然とした集団行動が命を守る。 
 

 
・ きまりを守るから，みんなが楽しく自由に遊

べる。 
 

 社会「安全なくらしとまちづくり」      
                         【５・６月】  
   警察署や消防署に協力することによ

り，まちの安全がより守られることを知

る。 主題名  節度ある生活       【８月】 
        １－(1)節度・節制，自立 
資料名  友だちのしょうこ 
ねらい  物の大切さや有り難さを考え     
        ること通して，節度ある生活 
        をしていこうとする気持ちを 
        育てる。 

運動会                【５月】

  演技や競技を通して集団行動の大切さを

実感する。  

主題名 目に見えないきまり   【10月】 
       ４－(1)公徳心，規則の尊重 
資料名  雨のバス停りゅう所で 
ねらい  バスに乗ろうとした時の自分本意

な行動を考え始める主人公の心情

をとらえ，人と気持ちよくくらす

ためのきまりについて考え，公徳

を大切にする気持ちを育てる。 

主題名 みんなのためにできること【2月】  
       ４－(1)公徳心，規則の尊重 
資料名  あぶない道 
ねらい  自分にもみんなのためにできるこ 
        とがあるということに気づかせ， 
        みんなで使う物や場所を大切にし 
        ようとする気持ちを育てる。  

４－(1) 公徳心，規則の尊重 
  約束や社会のきまりを守り，公徳心をも

つ。 

業間，昼休み時間 【年間を通して】 
  遊びのルールや使用割り当てに従いなが

ら，時間を守って行動する。 

全校奉仕活動                   【5月】

  みんなで使う児童公園をきれいにする。 

避難訓練                【６・９・２月】

  非常時の避難の仕方を理解することを通

して，約束やきまりを守ることの大切さを

実感する。 

交通安全教室                   【６月】

  交通ルールを守り，安全な自転車の乗り

方をする。 

社会科見学                     【６月】

  交通ルールや見学の約束を守って見学す

る。  総合的な学習の時間 
  「ザ・リサイクル」        【10月】 
   リサイクル活動を展開することによ

り，物を大切にする心を育てる。 

 体育                【年間を通して】 
   安全のきまりを守ることにより，正し

い運動ができる。 
   ルールを守ることにより，楽しく運動

ができる。 

 社会「健康なくらしとまちづくり」  
                         【７・８月】 
   みんながゴミの収集や分別を行うこ

とで健康が守られることを知る。 

遠足                           【９月】

  交通ルールや見学の約束を守って行動す

る。 

 学級活動            【年間を通して】 
   みんなで決めたことが学級の文化を

作っていくことに体験を通して気づく。 

公 徳 心，規 則 の 尊 重 

・ 欲求を抑えることが大切だ。 
・ 本当に必要なものは何か考えた

い。 
・ 物を大切にしよう。 

・ 目に見えない規則があるんだ。 
・ 自分勝手な行動はよくない。 
・ 規則を自分の都合よく解釈しな

い。 

・ みんなで使うものを大切にしよ

う。 
・ みんなに役に立つことを進んで

やろう。 
・ 自分たちの都合を優先させな

い。 

 



５  本時の指導 
（１）ねらい    バスに乗ろうとした時の自分本意な行動を考え始める主人公の心情をとらえ，人と 

            気持ちよくくらすためのきまりについて考え，公徳を大切にしようとする気持ちを             
            育てる。 

（２） 展開 
段階 学習活動と主な発問 予想される児童の発言や心の動き 指導上の留意点や支援 

  
気 
づ 
く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 分 
 
 

１  きまりについて考え

る。  
○きまりや約束を守れな

かった経験を発表しま

しょう。 
 
 
 
２  資料を読んで感想を

発表し，課題を立てる。 
○感想やみんなで考えた

いことを発表しましょ

う。 

 
 
・早く遊びたくて廊下を走った。

・遊びに夢中になって時間を守れ

なかった。 
・順番を守らないで自分勝手にし

た。 
 
 
 
・よし子はバスの順番を守らなか

ったので悪いと思う。 
・よし子がお母さんの横顔を見な

がら何を考えたか話し合いた

い。 

 
 
・日常生活の場面を思い出

させ，きまりや約束を守れ

なかったときの気持ちを

考えさせ，価値への方向づ

けを図る。 
 
 
 
・児童の感想をもとに，主人

公の心の変化に着目させ，

学習課題を立てる。 
 

 
深 
め 
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25 分 

３ 「よし子」の気持ちの 
  変化を中心に話し合う。 
 
○雨宿りをしているとき，

よし子さんはどんな気

持ちだったでしょう。 
 
 
○雨の中へ駆け出したよ

し子さんはどんな気持

ちだったでしょう。 
 
 
 
○お母さんに連れ戻され

た時，よし子さんはどん

な気持ちだったでしょ

う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎お母さんの横顔を見な

がら，よし子さんはどん

なことを考えたでしょ

う。 
 

 
 
 
・こんな日に出かけたくない。 
・雨に濡れるのはいやだ。 
・早くバスが来ないかな。 
 
 
・やっと来た。これでぬれなくて

すむ。 
・誰も並んでいないから先頭に行

こう。 
・早く乗って座りたい。 
 
・どうして連れ戻すんだろう。 
・お母さんのせいで座れないかも

しれない。 
・早く乗りたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・バス停に並んでいなかったが順

番があったんだ。 
・自分だけのことしか考えていな

かった。 
・おかあさんに謝ろう。今度は順

番を守ろう。 

 
 
 
・雨の日に外出することに

あまり乗り気でない主人

公の気持ちに共感させた

い。 
 
・バスが来たので，早く乗り

たいという主人公の自分

本意な気持ちに気づかせ

たい。 
 
・母に連れ戻されて困惑し

不満をもったり，自分本意

になったりした主人公の

心情に役割演技を行わせ

ることで気づかせていき

たい。役割演技では，教師

が母親役，児童がよし子役

となり，肩をつかまれ連れ

戻されたよし子の気持ち

を発表させたい。 
 
・店の軒下にいて，バス停に

は並んでいなかったが，店

の軒下にいた人々よりも

後から来たことに気づか

せ，順番を守っていなかっ

たことに気づく主人公の

心情を考えさせたい。 

お母さんの横顔を見ながら，よし子はどんなこと

を考えたでしょう。 



 
見 
つ 
め 
る 
 
 

10 分 

４  今までの自分を振り 
  返る。 
     
○学校や地域社会の中で

人と気持ちよくくらす

ためのきまりや約束に

はどんなものがあるだ

ろう。みんなはそれらを

守っていますか。 
 

 
 
 
・本の貸し出しで順番を守ること

については，ちゃんと守ってい

る。 
・ごみを道路や公園に捨てないこ

とについては守っていない。飲

んだ後の空缶を捨ててしまった

ことがある。 
 

 
 
 
・プリントに書かせてから

発表させ，きまりや約束を

守ろうとする意欲をもた

せる。 
 

  ま ５  まとめをする。 
と ・きまりや約束がなくなったら，

みんなが気持ちよくくらすこと

ができなくなり，みんなのまと

まりがなくなってしまうと思

う。 

・もし世の中にきまりがな

くなったら，どんな世の中

になるか，例を挙げながら

話し，公徳に目を向けさせ

る。 

○先生の話を聞きましょ

う。 め 
 る 

 
2 分 

  
 
６ 板書計画 
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７ 資料分析 
(1) ねらい   バスに乗ろうとした時の自分本意な行動を考え始める主人公の心情をとらえ，人と気持ちよくくらすためのきまりについ  
            て考え，公徳を大切にしようとする気持ちを育てる。 
(2) 資料名   雨のバス停りゅう所で（出典  学研） 

たばこ屋さんの軒下に

並んで雨やどりをしなが

らバスを待っている場面 

バスが来たのですぐに

駆け出し，バス停留所の先

頭に並んだ場面 

バスに乗ろうとした時，

母に連れ戻され，バスの座

席に座れなかった場面 

母の横顔を見ながら自分

のしたことを考え始めた場

面 

・おばさんの家に出かけ

る日なのに朝から雨。 
・雨宿りしながらバスを

まっているが，雨がどん

どんふきつける。 

・遠くの方に小さくバス

が見えた。 
・停留所の先頭に並ぶ。 
・どしゃぶりの雨がふっ

ていた。 

・母に，前から 6 番目に連

れ戻される。 
・バスの座席はあいてい

ない。 

・母は知らんふりしてい

る。 
・いつもならやさしく話

しかけてくれる母がい

つもとぜんぜん違う。 
・母の横顔を見ていた。 

 
 
・すぐに雨の中へ駆け出

し，停留所の先頭に並び

ました。 
・母の声が聞こえたよう

な気がしましたが，気に

もしませんでした。     

・お母さんのせいで座れ

ないかもしれない。 
・早く乗りたいなあ。 
・どうして連れ戻すんだ

ろう。 

 
 
 

・びっくりして振り返り

ました。 
・少しじりじりした気持

ちで前へ進みました。 
・「ほらごらんなさい。」

というつもりで母を見

上げました。 

 
 

 
 
・そんなお母さんの横顔

を見ていたよし子は，自

分がしたことを考え始

めました。 

公徳心 
反 省

・こんな日に出かけたく

ない。 
・雨に濡れるはいやだ。 
・早くバスに乗りたい。 
 

・早くバスに乗って座り

たい。 
・誰も並んでいないから，

先頭に行こう。 

・列がなくても後から来

たのだから，順番を守ろ

う。 
・自分のことしか考えて

いなかった。 

 
 
・朝から雨が降っている

ので，少しつまらなくな

りました。 
 
 

不快さ 

○雨の中へ駆け出したよ

しこさんはどんな気持ち

だったでしょう。 

○お母さんに連れ戻され

た時，よし子さんはどんな

気持ちだったでしょう。 

驚き 

自分本意

自分本意

◎お母さんの横顔を見な

がら，どんなことを考えた

でしょう。 

○雨宿りをしているとき

よし子さんはどんな気持

ちだったでしょう。 

主
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